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ユニバーサルデザインの 7 つの原則 
①だれもが同じように使いこなせること 
②その人の状態にあわせて柔軟に使えること 
③使い方が簡単なこと 

わかりやすく しやすいこと 
⑤安全・安心であること 

ない で に使えること 
⑦使いやすい大きさや広さがあること 

１ 施設・店舗をお持ちの方へ               

 近 バリアフリー意 の 及により、街の施設・店舗の使いやすさが

ずいぶん向上しましたが、いろいろな人がいる社会の中では、本人だ

けが抱えている「勘 ・勘 合な状況」がまだまだ存在します。 

  

 

 ヒントは、すべての人に配慮した考え方である、

ユニバーサルデザインを提唱したロナルド・メイス博士の７つの原則が

あります。施設や店舗の状況をその原則に照らしてみると、配慮する

場所や箇所に気づくのではないでしょうか？ 

 

だれもが利用しやすい施設・店舗になるには

どうすれば良いのでしょう？ 
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 そうではありません。 

 何らかの配慮を必要とする 場の方の生活

を、自分に置き換えてイメージしてみましょう。

わかりやすく表示されているサインや使い勝手

の拖い施設・店舗内の配置はとても で、

勣心して気持ちよく 用できるのではないでしょうか。 

 それぞれの施設・店舗に合った工夫を取り入れたユニバーサルデザ

インを実践していくことにより、だれにでもやさしく 用しやすいユニバー

サル社会（共生社会）へと近づきます。 

 通 に物を置くなど、 段の何気ない が配慮を必要とする人

に迷惑をかける場合もあります。 反対に何気ない配慮が、さりげな

い思いやり・おもてなしとなります。マナーなどを拟 や 動に表すこと、

心のユニバーサルデザインも考え

ていきましょう。 

  

利用しやすい施設・店舗となるためには、大規模な改修が必要

なのでしょうか？ 
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 ２ さりげなく しやすい との工夫    

     出入口  だれでも入ることができる工夫   

  出入りに困っている人がいたら、声をかけて手伝う。 

  おだやかなスロープを設ける。 

  「お手伝いします」との内容の案内掲示をする。 

  「ほじょ犬マーク」を貼り、「ご一緒にどうぞ」と声を掛ける。 

  自動ドア、または引き にする。 

  出入口の 置を音で知らせたり、 つけやすくする。 

 

       拳 りしやすい工夫   

  いす 用の方等から事前連絡を受けた場合は、出入口 

     に近い場所及び幅の広 スペースを確保する。 

  のドアを 開にできるよう、幅の広い  

   スペースを設ける。 

  トランクからの出し入れのため、後部スペースを 

     設ける。 
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     通 ・ 下  移動しやすい工夫   

  必要な時に使えるスロープを用意する。 

  靴のはき替えが必要なところには、椅子などを用意する。 

  段差があるところには、ゆるやかなスロープを設置する。 

  段差やスロープを認 しやすくするように を ける。 

  通 の旇斴にならないように、通 の拪 をする。 

  いすが通 できるように、通 幅をとる。 

  足元がよく えるように照 を るくする。 

 

     施設・店舗内  勘 なく 用しやすい工夫   

  「ゆっくりどうぞ」などの声かけ、手伝いをする。 

  いすに拳ったままテーブル席を 用 

   できるよう、移動できる椅子にする。 

  コミュニケーションボード（指で示して意思表 

     示が えるもの）を用意する。 

  物品 棚から商品を取ることに困っている人には声かけ、 

   手伝いをする。 
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  レジから袋詰めするための台へ商品の移動の手伝いをする。 

  筆談できる用意をしておく。 

  音声呼び出しだけではなく、文字情報による表示も う。 

 

     トイレ  外出時重要な場所、 用しやすい工夫   

  いつも清潔に保つ。 

  できる限り広いスペースを確保する。 

  いすに拳ったままトイレに入れる。 

  を引き にする。 

  場所の表示を分かりやすくする。 

  手すりを設置する。 

  ベビーチェアやオムツ交換台を設置する。 

  手荷物を置く棚を 用しやすい高さにする。 

  

 しやすい工夫は、これだけではありません。 
き か ス ートし、いろいろな の方の

や を考えて まし う。 
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３ 施設・店舗の確認チェックリスト        

 それでは、さりげない配慮や 用しやすい工夫が出来ているか確認

してみましょう。チェックがついていない箇所は、どの様な配慮ができる

か考えてみましょう。 

 さりげない配慮のチェックポイント 

□ 入口は、なるべく段差をなくしている。 

□ 入口部にはスロープも設置している。 

□ 出入口は、自動ドアもしくは、引き にしている。 

□ 「お手伝いします」との案内掲示を出している。 

□ 「ほじょ犬マーク」を貼っている。 

□ 幅の広い スペースを出入口 近に設けている。 

□ 通 の段差をなくしている。 

□ 段差やスロープを認 しやすいよう に をつけている。 

□ 靴の旫き替えの に、荷物を置けるよう椅子を用意している。 

□ 通 は通りやすい幅（ いす 用者の方）を確保している。 
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 さりげない配慮のチェックポイント 

□ 足元が拖く える照 となっている。 

□ テーブル席の椅子は移動できるものにしている。 

□ テーブルは、 いす 用の方が使いやすい構造となっている。 

□ コミュニケーションボード（指さしで意思表示）がある。 

□ 筆談できることを掲示している。 

□ 呼出し等には音声と、文字情報の両方で伝えている。 

□ トイレスペースはできる限り広いスペースを確保している。 

□ は引き で、80 ㎝以上の幅がある。 

□ トイレの場所をわかりやすく表示している。 

□ トイレ内には手すりを設置している。 

□ ベビーチェアやオムツ交換台を設置している。 

□ 手荷物を置く棚等を設置し、 用しやすい 置にある。 

                                          

だれもが加齢に伴って、身体機能の低下が
増してきます。ユニバーサルデザインを取り
入れることは、全ての方に関係あることで
す!! 
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分 類 特   徴 配   慮 
高齢の方 ・文字が えにくくなる。 

・音が聞こえづらくなる。 
・物覚えが悪くなる。 

・身体や考え方の個人差に
対応する。 
・相手のペースに合わせる。 

妊娠中の方 ・足元が勘勣定になる。 
・中腰ができなくなる。 
・臭いが気になる。 
・足元が えやすくなる。 
・重いものが持てない。 
 
 

・身体へのいたわりが必要。 
環境に注意する。 

  
子どもや子ど
も連れの方 

・子どもから目が せない。 
・オムツ換え等トイレに困る。 
・段差や凸凹に困る。 
 
 

子どもの りが必要。  
       

身体に障が
いのある方 

・急な坂道や傾斜に困る。 
・段差や凸凹、狭いところは通り
にくい。 
・ 場やトイレの広さに
が必要。 
・物を持つのに両手を使えない。 

声をかけ、意思を確認する。 

    

知っていますか？ いろいろな特徴と配慮 
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分 類 特   徴 配   慮 
目の勘自
な方 

・障害物があると通りにくい。 
・商品の選定や支払には手助
けが必要。 
・目の勘自 な方、 てが勷字
を 解しているわけではない。 

・声かけ、意思を確認しまし
ょう。 
・困っているとき、危険な場
所では誘導する。 

      
の勘自

な方 
・相手の言ってることがわからな
い。 
・アナウンスや危険に気づかな
い。 
・外 ではわからない。 

・コミュニケーションは相手が
するまで う。 

・手話での対応。 
・口話での対応（大きく口を
開け、 って話す。） 
・視覚情報で補う。 

 
内部障がい
のある方 

・外 ではわからない。 
・疲れやすい。 
・電磁波等の影響を受ける機
器をつけている場合がある。 
・タバコの煙が苦痛な場合があ
る。 
・トイレに困る。 

・負担をかけないように接す
る。 
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分 類 特   徴 配   慮 
知的障がい
のある方 

・ な話や 拺的なことは
解しにくい。 
・人に たり自分の意 を言
うのが苦手。 
・ひとつのことに執着したり、同じ
ことを繰り返す。 
 

・ 体的にわかりやすい言
で接する。 
・子ども扱いしない。 
・穏やかな口調で声をかけ
る 。  

 
精神障がい
のある方 

・ストレスに弱く疲れやすい。 
・対人関係やコミュニケーションが
苦手。 
・社会生活に慣れていない。 
・病気のことを知られたくない。 
・細かいことにこだわったり、考え
がかたくなになりがち。 

・ゆっくり丁寧に接する。 
・勘勣を じさせないような
穏やかな拟 で対応する。 

 
外国人の方 ・ 本 を 解できない。 

・文 、 慣、様 が なる。 
・コミュニケーションを大 に
する。 
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 「バリアフリー」と「ユニバーサルデザイン」の違いは何でしょうか？めざすべき方
向性は同じであるため混同されがちですが、下記のように分類できます。 
 とともに ていくとわかりやすいと思います。 

 ユニバーサルデザイン バリアフリー 
考え方 はじめからバリアを作らない あとからバリアを取り除く 

対象者 
すべての人 

⇒人を分けて考えない 
特定の人（高齢者・障がい者） 

⇒人を分けて考える 
バリア そもそもバリアがない そもそもバリアがある 
整  だれもが使えるように 健康な大人と同じように 
共通点 暮らしやすい社会をつくろうという考え方 

《 》 

   
 
 
 
 

ユニバーサルデザイン

（すべての人）

バリアフリー

（高齢者・障がい者）

バリアフリーとユニバーサルデザインの関係 

バリアフリーは、高齢の方や障がいのある方が、安心して安全に生活で

きるようにバリア（障壁）をなくすことです。それを一歩進め、だれもが生

活しやすい環境に整えることがユニバーサルデザインの です。 

さを じている人たちの生活をイ ージすることが です。 
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ユニバーサルデザインの推進                               
ユニバーサル社会の実現のために必要で つ情報が の、ユニバーサル
デザインを実践するための各種手引がダウンロードできます。 

 
しやすい施設                                    

いろいろな人が外出しやすい社会づくりを勺めるために、公共・ 施設のバリ
アフリー状況（多目的トイレ、授乳室の有無など）を大分県のホームページ
で公開しています。 

 
大分 のまち くり                                
高齢者、障がい者を含むすべての方が、自 に 動し、あらゆる分 の活動
に参加することができる福祉のまちづくりをめざして様々な施策に取り組んでい
ます。

 

         

だれもが しやすい街になるための情報 

おおいたユニバーサルデザインのページ 

大分バリアフリーマップ 

大分 のまち くり  



 

 

 
 

だれもが使いやすく 出かけられる街へ 

～さりげない配慮、ちょっとした優しさ～ 
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